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寒 冷地 にお け るプ ロイ ラーの飼 養法 改善に関 す る試験

―プロイラーの飼時環境が発育・飼料の利用性に及ぼす影響―

伊藤  寿・ 渡辺 益 夫・工藤久夫・ 松本  渡
(宮城県畜産試験場 )
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ブロイラーを飼育するに当り,鶏舎を密閉状態で保

温すれば発育が早いと言い実施している。当場の平飼

い鶏舎において,こ れに近い環境にし,発育,飼料の

利用性などについて検討 した。

表 1 試験区の構成

試 験 結 果

1 育成率 :1年 次では,2区 が925%, 2年次
では 1区が
'57%, 5年

次では 2区が955%で最 低を
示 した。

2 体重の増加 :対照区に対する増体指数は,各
年次とも 8～ 9週令から低下がみられた (図 1)。

3 飼料の利用性 :飼料要求率は対照区に対 し,
1年次は 1,2区 は102,2年 次では 2区が106で やや多

く要 し,3年次は1,2区 が
'5,,2で

やや優れた(表 2)。

4 室内気温 :1,2年 次とも 2区は20℃ を越え,
1区 ,対照区の順で, 3年次は, 1,2年次に比較 し

て各区の温度差は少なか った (図 2)。

5 アンモニアの発生 :各年次とも対照区よりも
1,2区 は発生量が多 く,特 に 2年次の 2区は

"pp皿
にも達する量にな った (図 5)。

6 収支 :&3″当りの収入は,1年次では対照区
がやや多か ったが, 2,3年次は対照区が減少 した。

試 験 方 法

1 試験期間および供試鶏 :48～50(3カ 年間 )市
販 プロィラー

2 試験区の構成 (表 1)
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図 1 対照区に対する体重指致

ア 考察
1)育成率 :換 気方法 と育成率の関係はほとんどみ

年  次 TT 供 試 羽 数
理処験試 ■3"ゼ野り 供試羽数

オ ス メ ス 計

1年次

区

区

区

照対

１

２

150

150

lm

場慣行法

全面 ビニール被覆 ,換気は窓の開閉
″    無換気
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区

区

区

照対

１

２
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場慣行法

全面 ピニール被覆,換気扇による陰圧換気
ク     無換気
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5年次

区

区

区

照対
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150
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全面ビニール被覆,換気扇による陰圧換気
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られなか った。

2)体重の増加 :換 気が悪 くなると, 8～ 10週令に

おいて増体が劣る傾向にあり,特に 2年次においてそ

の傾向が強か った。

表 2 飼料の利用性

3)飼料の利用性 :飼科要求率は, 1年次は各区間

に差はないが, 2年次には, 2区 がアンモニアガスに

よる角膜炎が発生 したため,多 く要 した。3年次には ,

2,5区は対照区よりも少なくなか った。

年  次 区 別

期間中採食量および飼料要求率 0-3週 令採食量および飼料要求率

期間 中採食量

(夕)

期間中増体量

(′)
飼料要求率

期間中採食量

(′)

期間中増体量
(の

飼料要求率

1年次

対 照区

1 区
2 区

5,8226

5884`
5,8846

22フ49

2.1616

22645

256(100)

262(102)

260(`曖 )

4,0425

■
'6904.0058

1,7526

1,7290

1,7463

251(100)
250(100)

230(100)

2年次
対照区

1 区
2 区

655C4
61171
60901

2.41ζ 8

2.5828

21421

2フ 1(100)

256( 95)

2 88(106)

4.3504

4.11'2

4.2303

18818
1.84,6

1,7602

231(100)

225( 9フ )

23,(104)

3年次

対照 区

` 
区

2   区

`77156.5740
615`0

2,7117

2.6764

2.6599

250(100)
238( 95)

231( 92)

4,3527

4,1527

4.0660

2.0512

2,0198

2.0552

216(100)

206( 95)

200( 95)

注。 ( )内 数字は対照区を100と した指数を示す。
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図2室 内 気 温

4)室 内温度,湿度 :温 度は各年次とも対照区よ
りも,1,2区 は高 く,湿度は 100%を 凌駕 し,ア ン
モニアの発生 との関連は大きい。

5)ア ンモニアガスの発生 :各 年次とも対照区よ

りも, 1,2区 は発生量が多 く, 特に 2年 次の 2区
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図 6 アンモニア測定値 (ppm)


